
Information

【
講
座
内
容
】

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
認
知
症
問
題

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

香
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

　　

☎
57
ー
7
3
0
0

　　

市
役
所
高
齢
者
介
護
課

　　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　　

☎
57
ー
8
5
1
1

　　

日
ご
ろ
農
業
機
械
を
操
作
す
る

機
会
が
少
な
い
方
を
対
象
と
し
た
、

農
業
機
械
研
修
を
行
い
ま
す
。
農

作
業
安
全
や
農
業
機
械
の
始
業
点

検
か
ら
基
礎
操
作
が
学
べ
ま
す
。

　　

先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
お
早
め
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。受
講
料
無
料
。

■
日
時

　　
７
月
７
日（
水
）、８
月
25
日（
水
）、

２
０
２
２
年
１
月
19
日
（
水
）
、い
ず

れ
も
９
時
30
分
〜
17
時

■
場
所

　　

高
岡
郡
四
万
十
町
黒
石
六
六
五

　　

高
知
県
立
農
業
担
い
手
育
成
セ

ン
タ
ー

■
定
員　

各
回
先
着
10
人

■
申
込
み
方
法

　
　

各
回
開
催
日
の
７
日
前
ま
で
に

電
話
ま
た
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　h
ttp

s://w
w
w
.n
o
g
y
o
.to

sa
.

　　p
re
f.ko

chi.lg
.jp

/?
sid

-2
0
1
1

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
　

高
知
県
立
農
業
担
い
手
育
成

セ
ン
タ
ー

　　

☎
0
8
8
0
ー
2
4
ー
0
0
0
7

　　

新
規
就
農
の
た
め
の
補
助
金
を

用
意
し
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
研
修
支

援
事
業

　　

高
知
県
立
農
業
担
い
手
育
成
セ

ン
タ
ー
で
、就
農
に
必
要
な
基
礎
知

識
か
ら
先
進
技
術
を
学
ぶ
研
修
費

を
補
助
し
ま
す
。

■
交
付
金
額

　
　
１
日
の
研
修
費
520
円
の
２
分
の
１

■
対
象　
15
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

▼
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

　　
（
準
備
型
）

　　

青
年
就
農
者
の
確
保
お
よ
び
育

成
を
図
る
た
め
、
就
農
研
修
中
の

方
に
交
付
し
ま
す
。

■
交
付
金
額

　　

年
間
150
万
円（
最
長
２
年
）

■
対
象　

50
歳
未
満

▼
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

　　
（
経
営
開
始
型
）

　　

青
年
就
農
者
の
確
保
お
よ
び
育

成
を
図
る
た
め
、
就
農
直
後
の
青

年
就
農
者
の
方
に
交
付
し
ま
す
。

■
交
付
金
額

　　
１
〜
３
年
目
150
万
円
、４
〜
５
年

目
120
万
円（
所
得
要
件
有
）

■
対
象　

50
歳
未
満
で
独
立
自
営

就
農
し
て
５
年
未
満
の
方
（
青
年

等
就
農
計
画
等
の
要
件
あ
り
）

▼
農
業
後
継
者
推
進
事
業

　　

就
農
直
後
の
不
安
定
な
経
営
に

対
し
て
、
三
親
等
以
内
の
後
継
者

に
補
助
し
ま
す
。

■
交
付
金
額　

年
間
100
万
円

■
対
象

　　

50
歳
未
満
で
農
業
経
営
を
開
始

ま
た
は
従
事
し
て
５
年
未
満
の
方

▼
担
い
手
育
成
支
援
事
業

①
専
業
農
家
育
成
支
援
区
分

　
　

受
入
農
家
の
も
と
で
、
農
業
研

修
を
行
う
方
を
補
助
し
ま
す
。

■
交
付
金
額　

年
間
180
万
円
以
内

■
対
象　
15
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

②
後
継
者
育
成
発
展
支
援
区
分

　
　

認
定
農
業
者
等
の
元
に
、
U

タ
ー
ン
就
農
し
た
農
家
子
弟
の
研

修
費
を
補
助
し
ま
す
。

■
交
付
金
額　

120
万
円
以
内

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
農
林
水
産
課

　
　

新
し
く
農
業
を
始
め
る
方
や
、

国
の
制
度
に
よ
り
研
修
生
を
受
け

入
れ
る
農
家
に
、
最
長
３
年
間
、１

人
に
つ
き
原
則
10
ア
ー
ル
の
園
芸

用
ハ
ウ
ス
を
貸
し
出
し
ま
す
。

■
対
象

　
●　

市
の
認
め
る
研
修
（
農
業
次
世

代
人
材
投
資
事
業（
準
備
型
）等
）

を
修
了
し
て
い
る
方
、ま
た
は
終
了

す
る
こ
と
が
確
実
な
方

　
●　

市
の
認
め
る
研
修
生
（
農
業
次

世
代
人
材
投
資
事
業
（
準
備
型
）

等
）
を
受
入
れ
る
市
の
認
め
た
受

入
農
家（
指
導
農
業
士
等
）

■
募
集
期
間

　　
６
月
１
日（
火
）〜
６
月
15
日（
火
）

■
募
集
人
数　
２
人
以
内

■
申
込
み
方
法

　
　

農
林
水
産
課
へ
申
込
書
を
提

出
。書
類
選
考
後
、面
談
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　　

市
役
所
農
林
水
産
課

　　

結
婚
を
望
む
独
身
男
女
や
そ
の

親
族
な
ど
か
ら
結
婚
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
す
る「
出
会
い
・
結
婚

の
相
談
窓
口
」を
、夜
須
町
の
よ
り

あ
い 

に
こ
家（
や
）さ
ん
が
主
体
と

な
り
、平
成
29
年
度
か
ら「
香
南
市

恋
い
・
め
ぐ
り
あ
い
応
援
事
業
補
助

金
」を
活
用
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。 

　
　

結
婚
し
た
い
け
れ
ど
出
会
い
の

場
が
な
い
。婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
の
は
恥
ず
か
し
い
。な
ど
お
悩

み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ま
ず
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
開
設
日

　　

毎
月
第
１
・
第
２
・
第
３
日
曜
日

■
開
設
時
間　

13
時
〜
16
時

■
場
所

　
　
の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　
　
　

　　
１
階　

談
話
室

■
問
い
合
わ
せ　

斉
藤

　　

☎
0
9
0
ー
4
9
7
7
ー
0
5
5
4

　　

集
団
接
種
に
よ
る
B
型
肝
炎
感

染
被
害
者
の
救
済
を
目
指
す「
全

国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団
」

で
は
、
次
の
日
程
で
休
日
電
話
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
Ｂ
型
肝
炎
給
付
金
の
こ
と
で
あ

れ
ば
、
内
容
を
問
わ
ず
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。相
談
料
無
料
。

　
　

な
お
、
正
午
の
時
間
帯
を
除
く

平
日
９
時
か
ら
17
時
も
随
時
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

■
電
話
相
談
日
程

　　
６
月
26
日（
土
）、27
日（
日
）

　　

10
時
〜
16
時

■
相
談
電
話

　　

☎
0
1
2
0
ー
1
0
ー
6
5
8
9

■
実
施
団
体

　
　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団

　
　

弁
護
団
長　
我
妻
正
規（
広
島
弁

護
士
会
所
属
）

栄
養
士
の
お
す
す
め
レ
シ
ピ
は
簡
単
な
の
で
、
切
り
抜
い
て
フ
ァ
イ
ル
し
て
い
ま
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

こ
ー
に
ゃ
ん
の
４
コ
マ
ま
ん
が
の
フ
ァ
ン
で
す
。
こ
ー
に
ゃ
ん
が
大
事
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
オ
チ
も
あ
っ
て
な
か
な
か
楽
し
め
ま
す
。

広

報

へ

の

ご

意

見

C
相 談

counseling

相 談

◆
更
新
申
請
を

　
　　　

ま
だ
し
て
い
な
い
方
へ

　
　

現
在
こ
の
制
度
を
受
け
て
い
る

方
で
、
受
給
者
証
（
証
の
色
が
水

色
・
黄
色
）の
有
効
期
限
が
令
和
３

年
６
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
方

は
、
引
き
続
き
障
害
者
福
祉
医
療

費
助
成
制
度
を
受
け
る
た
め
に
は

更
新
の
申
請
が
必
要
で
す
。ま
た
、

前
年
度
所
得
制
限
で
非
該
当
と

な
っ
た
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

■
対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
〜

３
級
、も
し
く
は
療
育
手
帳
A
１
、

A
２
、
B
１
、
B
２
を
お
持
ち
の
方

で
、す
で
に
認
定
を
受
け
て
い
る
方

※
該
当
す
る
方
に
は
個
人
通
知
を
し
て
い

ま
す

■
申
請
期
限　
６
月
11
日（
金
）

■
申
請
場
所

　
　

福
祉
事
務
所
（
市
役
所
２
階
）
、

ま
た
は
お
近
く
の
各
支
所

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
　

印
鑑
・
健
康
保
険
証
・
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

■
所
得
制
限

　　

65
歳
未
満
の
方
は
世
帯
の
総
所

得
が
200
万
円
以
下
、65
歳
以
上
の
方

は
世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税

※
現
在
、認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
も
対
象

要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
申
請
で
き
ま
す

■
問
い
合
わ
せ　

福
祉
事
務
所

　　

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
ご
家

族
や
認
知
症
に
つ
い
て
関
心
の
あ

る
方
が
集
ま
り
、
介
護
の
仕
方
を

学
ん
だ
り
、
悩
み
を
共
有
し
た
り

支
え
あ
い
な
が
ら「
明
日
葉
会
」と

し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

６
・
７
月
に
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

受
講
料
無
料
、
申
し
込
み
不
要
で

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
、の
い
ち
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

２
階　
第
１
・
第
２
研
修
室
で
開
催

▼
６
月
講
演
会
…
６
月
11
日（
金
）

　　

13
時
30
分
〜
15
時

【
講
師
】い
ず
み
の
病
院
理
事
長

　　　　　　　　　　　　　　　

楠
木
司　
医
師

【
講
座
内
容
】ア
ル
コ
ー
ル
・
薬
物

等
と
認
知
症
の
関
係

▼
７
月
講
演
会
…
７
月
30
日（
金
）

　　

13
時
30
分
〜
15
時

【
講
師
】高
知
大
学
精
神
科
講
師

　　　　　　　　　　　　　

上
村
直
人　
医
師

Ｂ
型
肝
炎
給
付
金

休
日
電
話
相
談
会

就
農
を
支
援
し
ま
す

実
践
型
研
修
ハ
ウ
ス

　

出
会
い
・
結
婚
の
相
談
窓
口

　

婚
活
応
援
隊「
よ
り
あ
い
に
こ
家
」

A
農 業

agriculture

農 業

農
業
機
械
研
修

広

　　 I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T

皆さまの参加を

お待ちしています！

日時

場所

江戸の遊女は

なぜ日記を書くのか
～性差（ジェンダー）の歴史から現代社会を考える～

６／１９（土）１３:３０ ～１５:３０

こうち男女共同参画センター
「ソーレ」　（高知市旭町３丁目１１５）

参加無料

男⼥共同参画推進⽉間講演会男⼥共同参画推進⽉間講演会
令 和 ３ 年 度

　昨年、国立歴史民俗博物館で開催され話題を集め

た「性差（ジェンダー）の日本史」展のプロジェクト代

表を務められた横山百合子さんをお招きし、ジェンダ

ーにとらわれることなく生きるための道筋を考えます。

■講師／横山　百合子さん（国立歴史民俗博物館教授）

■定員／●　会場…先着１５０人（予約優先）

　　　　　　　　●　オンライン…先着５００人（予約必須）

■申込み／電話または、ホームページで受け付け中

　　※オンライン参加申込み受付締切は６月１６日（水）１７時

■申込み・問い合わせ／こうち男女共同参画センター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ソーレ」☎088ー873ー9100

■ホームページ／https://www.sole-kochi.or.jp

日時

場所

香南市「部落差別をなく

する運動」強調旬間事業

人権講演会

７／１５（木）１８:３０ ～

のいちふれあいセンター
サンホール

　　毎年7月10日～20日を「部落差別をなくする運動」

強調旬間とし、一人ひとりの同和問題に対する認識と

理解を深め、人権意識の普及高揚を図っています。部落

差別等あらゆる差別をなくし、一人ひとりの人権が尊重

され、誰もが自分らしく生き生きと暮らせる安全で安心

な香南市をめざすことを目的に、啓発事業を実施します。

■演題／「部落問題の現在とこれから
　　　　　　　̶部落差別解消推進法をふまえて」

■講師／内田　龍史さん（関西大学社会学部教授）

■問い合わせ／市役所人権課　☎57ー8507

W
福 祉

W e l f a r e

福 祉

　
　

  

障
害
者
福
祉
医
療
費

　
　

  

助
成
の
更
新
に
つ
い
て

S
高齢者高齢者

senior citizen

　
　
　

認
知
症
高
齢
者
を

　
　
　

考
え
る
会
「
明
日
葉
会
」

※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、内容等が

変更となる場合があります

教授）

付け中

託児あり
◆　要予約　◆

うちだ　りゅうし

13２０２１.６ 12 ２０２１.６


